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取扱説明書や製品のラベルに記載されている
マーク付きの説明は、安全上、特に重要な

項目ですから、必ずお守りください。

記載されている内容を守らなければ、死亡や
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各部の名前
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＜はしごの状態＞

支柱
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5. は∵
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はしごの立て掛け角度は、
約 75度にしてください。

はしごを立てすぎると倒れ、ねかせすぎる
と滑りますので、転倒や転落の危険があり
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脚立を背にしたり、手放し
で昇り降りしないでくださ
い。

身体が不安定にな
り、転倒や転落の
恐れがあります。

脚立の支柱から身体を乗り
出さないでください。

転奴
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❸左右の開き止め金具は、ロック受けピンに
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設置場所について

1.脚立状態で使うとき
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1. はしごにするときと
　 たたみかた

〈はしごにするとき〉
❶はしご兼用脚立を折りたたんだ状態のま
ま、床面に寝かせて置いてください。

❷上側の踏ざんを持って、いっぱいまで開い
てください。

❸はしご兼用脚立を横向きに起こし、左右の
開き止め金具をロック受けピンにロック部
で確実にロックしてください。

はしご兼用脚立を横向きに起こしたとき、上
から力を加えないでください。製品が変形す
る恐れがあります。

はしご状態での使いかた
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はしご状態での使いかた

〈たたみかた〉
❶はしごを横向きに起こし、左右のロック部
を解除して、開き止め金具を外してくださ
い。

横向きにしたとき、上から力を加えないでく
ださい。製品が娩者を。

はしご杖鴎 いたみきき0ち上 Ķぞ 燈く∵惜龒 したら ぁ開き止め金虞厭
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2. はしごの起こしかた・
　 倒しかた

作業は 2人で行ってください。

〈起こしかた〉
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はしご状態での使いかた

3. はしごの立て掛けかた
はしごの立て掛けは、2人で行ってください。

❶はしごの表面が使えるように立て掛けて
ください。
※裏面には「この面は裏面です　使用禁止」
の危険ラベルが貼ってあります。

❷はしごの立て掛け角度を約75 度に調整
します。
※75 度の目安は、支柱に貼ってある「75 度










